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前値  水禁止  禁止解除  
24時間後  2時間後   

血清バソプレシン  

水禁止  禁止解除  
24時間後  2時間後  

水禁止  禁止解除   
24時間後  2時間後  

和田葬三．他：救急医摩．2（I叩：24（8）：g22－926  

前 値  前 借  

国は、70販前後の高齢者と20能代の著者に、24時間飲水を禁じて、  

体重の2％脱水状掛こしたのち、適宜飲水を許して2時間観察した成績  

Na調節系の応答  
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若年者  血葬   高齢者  

－ち・■ P， －・鱒瞥幣準＝こ辟轡都卿劇壇利恵駄描●甜空嘲 

と高齢者の体積  

表2  
・体の水分tが普段でも少なくなっており脱水になりやす‾  

い。しかし循環器障害や低蛋白血症があれば、逆に浮  
腫の状態にもなりやすい   

・のどの渇きを自覚しにくい   

・腎臓における水の再吸収能力が低下して水分が失わ  
‾  れやすい  

一旦・体の中の水分や塩分の調整機能が低下している   

・脱水を起こす病気にかがノやすい   

・さまぎまな病気による症状と脱水による症状との区別が  
つきにくく、脱水を見逃しやすい   

・トイレに何度も行かないように水分摂取制限をしてしまう   

・利尿作用のある治療薬を飲んでいる  

ここ3日間、食事1が減っている  

体温37℃以上の発熱が1日以上続いている  

いつもより多く汗をかいている  

下痢や嘔吐がここ3日間で3国以上みられた  

いつもより尿の国数やtが少ない  

便秘気味である  

唇が乾いている  

脇の下が乾いている  

いつもより皮オの張りがない、または冷たい  

いつもより意識がはっきりしない  

ヒューマン＝  
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く第2回〉静脈栄養ゆ手技とt理を学ぷ  

水分管理一高齢着の静脈栄養管  
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幸≡l■恕  
31号液1，5∝I鵬を輸液した場合  質

も
含
み
、
細
胞
内
外
液
両
方
の
補
給
が
可
 
 

能
な
脱
水
補
給
液
。
3
号
液
は
維
持
液
と
呼
 
 

ば
れ
、
健
常
人
の
水
分
・
電
解
質
の
平
均
的
 
 

な
1
日
必
要
量
を
目
安
に
し
た
組
成
に
な
っ
 
 

て
い
る
。
4
号
液
は
術
後
回
復
液
と
呼
ば
れ
 
 

電
解
質
濃
度
が
低
く
、
自
由
水
が
多
い
の
で
 
 

細
胞
内
へ
の
水
分
補
給
効
果
が
大
き
い
。
高
 
 

齢
者
に
適
し
て
い
る
。
 
 

○
高
齢
者
は
低
N
a
血
症
が
多
く
、
し
か
も
高
 
 

度
な
例
が
多
い
が
、
N
a
を
投
与
し
て
も
改
善
 
 
 

二
二
ト
J
二
 
 
■
 

H
P
O
モ
な
ど
の
細
胞
内
液
に
多
い
電
解
 
 

一
 
 

1号液＝生理食壕液＋5％ブドウ糖液（1：1）  

1卓液   1，500鵬  

生理食塩液  750［嘘  

‾  ニ三こてこ  
5％ブドウ糖輸液750mβ→オ  

（2／3が坤胎内滞、1／封印鱒外恥こな胡  

結果■1，000m‘、  500m‘補給したことになる。  

表4嶺貴書赫競輪液剤の組成  
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l■農鹸リンゲル液  
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フィジオ140  

開始液（1号液）  
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で
添
加
す
る
。
臨
床
現
場
で
 
 

F
 
 

は
現
体
重
×
3
0
は
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
重
症
 
 

病
態
な
ら
体
重
あ
た
り
却
～
訟
M
で
、
あ
ま
 
 

り
栄
養
で
ス
J
叫
ス
を
か
け
な
い
 
 

、
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プ
せ
す
る
時
瓜
で
血
糖
値
を
モ
ニ
タ
 
 

王
凱
じ
喝
／
戯
瀞
換
捉
な
ぁ
よ
ぅ
鹿
 
 

竜
 
 

．
－
 
 
■
ど
▼
i
 
 

え
、
2
0
％
の
脂
肪
乳
剤
を
2
0
 
 
 

0
鵬
併
尉
す
る
と
末
梢
静
脈
か
 
 
 

ら
釣
1
0
0
0
は
の
栄
養
輸
液
 
 
 

が
吋
能
で
あ
る
。
 
 
 

0
1
週
間
程
度
の
栄
養
輸
液
 
 
 

で
改
善
可
能
な
栄
養
障
害
は
、
 
 
 

P
P
N
の
適
応
と
な
る
。
 
 
 

○
軽
口
摂
取
不
能
息
肴
で
今
 
 
 

後
も
2
邁
閣
風
上
の
絶
食
が
予
 
 
 

想
さ
れ
る
と
き
、
T
P
N
の
適
 
 
 

応
と
考
え
ら
れ
る
。
 
－
．
．
 
 
 

〇
投
巻
数
量
は
若
年
者
ぬ
翔
 
 

糖
質
は
8
0
恥
と
し
、
脂
肪
は
6
0
～
 
 

0
 

を
行
な
う
の
で
は
な
く
、
経
腸
 
 

栄
養
が
可
能
な
ら
そ
ち
ら
を
優
 
 

先
牒
求
償
蔓
義
法
（
P
群
 
 

N
）
で
も
栄
養
改
蔀
が
吋
能
な
 
 

こ
と
も
少
な
く
な
い
っ
 
 

7
・
5
～
1
0
％
程
度
の
糖
 
 高

齢
者
は
1
4
0
～
2
0
0
と
す
る
。
q
縞
 
 

・
◎
低
栄
差
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
、
積
極
的
 
 
 

な
栄
養
補
給
が
謬
訂
e
d
i
扁
S
y
ロ
旨
0
㌢
e
 
 
 

と
い
う
致
死
的
な
疾
患
を
招
く
場
合
が
あ
る
 
 

阜
元
素
を
忘
れ
ず
に
投
与
す
る
。
 
 
 

欠
乏
は
、
重
篤
な
代
謝
性
ア
シ
 
 

非
韮
l
〓
熱
量
（
N
P
C
）
′
・
窒
素
（
N
）
は
、
．
禅
 
 

語
が
あ
れ
ば
1
0
0
く
ら
い
、
野
木
針
が
奴
 
 

′
T
 
 

劉
轟
音
¢
 
 ．
璃
一
廿
 
 

行
な
い
、
最
終
的
に
は
緯
静
 
 

態
（
軽
口
摂
取
、
軽
腸
常
磐
 
 

対
応
す
る
こ
と
が
特
に
重
要
。
 
 

ケ
ン
 
 

○
原
因
疾
患
の
診
断
・
億
層
 
 

O
T
P
Ⅳ
に
摩
し
 
 

高
血
糖
、
代
謝
性
ア
シ
ド
ー
シ
ス
、
高
K
血
 
 

症
に
注
意
す
る
。
 
 

O
T
P
N
で
は
、
総
合
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
微
量
 
 

れ
ば
2
0
0
～
2
3
0
く
ら
い
、
平
 
 

の
で
、
高
齢
者
に
は
時
間
を
か
け
段
 
 

礪
 
 

ミ
ン
臥
 
 

シ
．
ス
ヤ
 
 

l■  
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